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同
僚
議
員
か
ら「
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て

ま
し
た
ね
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た

山
本
は「
え
！
？
何
の
件
だ
ろ

う
？
」と
尋
ね
る
と「
早
期
警
戒
衛

星
の
件
で
す
よ
」と
答
え
が
返
っ
て

来
た
。5
月
に
依
頼
を
受
け
、山
本

が
防
衛
研
究
所（
以
下
、防
研
）で

講
義
を
し
た
こ
と
を
地
元
紙
で
あ

る
神
奈
川
新
聞
が
報
じ
た
記
事

が
、ネ
ッ
ト
上
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
他
県
の
議
員
に
も

そ
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
よ
う

だ
。防
研
と
は
、防
衛
省
の
政
策
研

究
の
中
核
と
し
て
、主
に
安
全
保

障
及
び
戦
史
に
関
し
政
策
指
向
の

調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、自

衛
隊
の
高
級
幹
部
等
の
育
成
の
た

め
の
国
防
大
学
レ
ベ
ル
の
教
育
機

関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。加
え
て
、戦
史
史
料
の
管
理
、

公
開
等
を
行
っ
て
お
り
、我
が
国
最

大
の
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。そ
の
防
研

の
一
般
課
程（
主
と
し
て
1
佐
ク
ラ

ス
の
幹
部
自
衛
官
や
課
長
補
佐
ク

ラ
ス
の
職
員
、外
国
か
ら
の
大
佐・

中
佐
ク
ラ
ス
の
軍
人
等
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
る
教
育
）で
一
コ
マ
の

授
業
・
講
義
を
山
本
が
依
頼
さ
れ

た
。恐
ら
く
、防
衛
副
大
臣
経
験
者

で
あ
り
、自
民
党
の
安
全
保
障
政

策
の
責
任
者
で
あ
る
国
防
部
会
長

を
務
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

講
義
に
お
い
て
、山
本
は
、自
民
党

の
安
全
保
障
政
策
や
、党
内
の
政

策
決
定
過
程
、ま
た
人
事
制
度
な

ど
多
岐
に
渡
る
事
柄
に
つ
い
て
2

時
間
に
お
よ
ぶ
授
業
を
行
っ
た
。そ

の
中
で
、5
月
４
日
に
北
朝
鮮
が

複
数
の
飛
翔
体
を
発
射
し
、9
日

に
は
2
発
の
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
た
こ
と
に
触
れ
、4

日
は
飛
翔
体
と
呼
称
し
、9
日
は

ミ
サ
イ
ル
と
し
た
こ
と
は
、情
報

源
で
あ
る
米
国
の
公
表
し
た
名
称

に
日
本
も
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
だ
け
で
、日
本
が
独
力

で
、そ
こ
で
何
が
起
き
て
い
る
か
分

か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
い
た

な
ら
ば
、そ
れ
を
ミ
サ
イ
ル
と
呼
ぶ

の
か
、飛
翔
体
と
呼
ぶ
の
か
政
治

的
、政
策
的
に
判
断
す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
。だ
が
、情
報
を
同
盟

国
や
他
国
に
頼
っ
て
い
て
は
、情
報

源
で
あ
る
他
国
の
政
治
的
、政
策

的
な
判
断
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。世
界
中
を
見
る
必

要
は
我
が
国
に
は
無
い
が
、せ
め
て

日
本
海
で
は
何
が
起
き
て
い
る
か
、

分
か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
は

ど
う
か
。そ
の
た
め
に
は
早
期
警

戒
衛
星
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、

と
山
本
が
述
べ
た
こ
と
が
、神
奈

川
新
聞
に
お
い
て「
早
期
警
戒
衛

星
、導
入
呼
び
掛
け
」と
い
う
記
事

に
な
っ
た
の
だ
。山
本
は
、そ
の
授

業
の
最
後
に
隊
員
ら
に
対
し
て

「
自
衛
隊
に
は
他
の
組
織
に
は
存

在
し
得
な
い
大
き
な
力
が
あ
る
。

専
守
防
衛
を
旨
と
し
て
、困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
と
い
う
当
た
り
前

の
こ
と
を
貫
い
て
ほ
し
い
」と
防
衛

省・自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
を
述
べ

て
講
義
を
終
え
た
。

早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な
い
我
が

国
は
、仮
に
第
三
国
や
敵
対
勢
力

か
ら
日
本
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
さ
れ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に

国
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

実
は
、上
空
3
万
メ
ー
ト
ル
の
米

軍
の
早
期
警
戒
衛
星
か
ら
日
本
の

自
動
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム

（
J
A
D
G
E
）に
情
報
が
伝
達
さ

れ
、そ
の
入
手
し
た
弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
関
す
る
情
報
を
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（
B
M
D
）シ
ス
テ
ム
に
伝

達
し
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。従
っ
て
、攻
撃
を
さ
れ
て
も
防

衛
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

た
だ
、早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な

い
日
本
も
無
為
無
策
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。1
9
9
8
年
に
北
朝

鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル「
テ
ポ
ド
ン
1

号
」が
発
射
さ
れ
、東
北
地
方
の
上

空
を
飛
び
越
え
、太
平
洋
の
三
陸

沖
に
落
下
し
た
。そ
の
際
、情
報
収

集
衛
星
の
導
入
の
声
が
高
ま
り
、

政
府
は
、直
ち
に
導
入
を
閣
議
決

第
三
国
が
日
本
に
向
け

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
ら

日
本
海
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

早期警戒衛星の
導入を検討すべき

せ
め
て
日
本
海
で

  
何
が
起
き
て
い
る
か
は

   
 

把
握
す
べ
き
だ
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■関西大学 商学部 卒業
■京都大学 大学院 修士課程(法学)修了
■(財)松下政経塾 卒塾 (21期)
■米国ジョージタウン大学 客員研究員、
　その後、会社員を経て
■平成17年 衆院選 初当選
■平成26年 文部科学大臣政務官・復興大臣政務官 就任
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■平成29年 衆院選 4期目の当選
■平成30年 自民党 国防部会長 就任

経歴

ぽれぽれ通信って何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。
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国会を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく楽しかった！」と大好評。ご案内は無料
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同
僚
議
員
か
ら「
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て

ま
し
た
ね
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た

山
本
は「
え
！
？
何
の
件
だ
ろ

う
？
」と
尋
ね
る
と「
早
期
警
戒
衛

星
の
件
で
す
よ
」と
答
え
が
返
っ
て

来
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月
に
依
頼
を
受
け
、山
本

が
防
衛
研
究
所（
以
下
、防
研
）で

講
義
を
し
た
こ
と
を
地
元
紙
で
あ

る
神
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川
新
聞
が
報
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記
事

が
、ネ
ッ
ト
上
で
も
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ュ
ー
ス
に
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っ

て
い
た
よ
う
で
他
県
の
議
員
に
も

そ
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
よ
う

だ
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と
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衛
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の
政
策
研

究
の
中
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と
し
て
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に
安
全
保

障
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び
戦
史
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し
政
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指
向
の
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研
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衛
隊
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レ
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し
て
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史
史
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、
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の
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部
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衛
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補
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を
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の

授
業
・
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義
を
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本
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頼
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大
臣
経
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者

で
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り
、自
民
党
の
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者
で
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る
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会
長

を
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て
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る
と
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う
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と
で
白

羽
の
矢
が
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た
の
で
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う
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に
お
い
て
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本
は
、自
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党

の
安
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保
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策
や
、党
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の
政
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決
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過
程
、ま
た
人
事
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な

ど
多
岐
に
渡
る
事
柄
に
つ
い
て
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時
間
に
お
よ
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授
業
を
行
っ
た
。そ

の
中
で
、5
月
４
日
に
北
朝
鮮
が

複
数
の
飛
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体
を
発
射
し
、9
日

に
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2
発
の
短
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弾
道
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ル
を
発
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し
た
こ
と
に
触
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、4

日
は
飛
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と
呼
称
し
、9
日
は

ミ
サ
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ル
と
し
た
こ
と
は
、情
報

源
で
あ
る
米
国
の
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し
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に
日
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も
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な
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、日
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独
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に
判
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と
が
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能
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に
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は
、情
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で
あ
る
他
国
の
政
治
的
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な
判
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に
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ば
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ら
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る
。世
界
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見
る
必

要
は
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が
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に
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が
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日
本
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で
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が
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、
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し
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は

ど
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星
が
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の
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、

と
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本
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述
べ
た
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と
が
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奈
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新
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に
お
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早
期
警
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衛
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入
呼
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掛
け
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う
記
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に
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た
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は
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授

業
の
最
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に
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ら
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し
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は
他
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組
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に
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得
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大
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が
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。

専
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を
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と
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、困
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人
を
助
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と
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当
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同
僚
議
員
か
ら「
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て

ま
し
た
ね
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た

山
本
は「
え
！
？
何
の
件
だ
ろ

う
？
」と
尋
ね
る
と「
早
期
警
戒
衛

星
の
件
で
す
よ
」と
答
え
が
返
っ
て

来
た
。5
月
に
依
頼
を
受
け
、山
本

が
防
衛
研
究
所（
以
下
、防
研
）で

講
義
を
し
た
こ
と
を
地
元
紙
で
あ

る
神
奈
川
新
聞
が
報
じ
た
記
事

が
、ネ
ッ
ト
上
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
他
県
の
議
員
に
も

そ
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
よ
う

だ
。防
研
と
は
、防
衛
省
の
政
策
研

究
の
中
核
と
し
て
、主
に
安
全
保

障
及
び
戦
史
に
関
し
政
策
指
向
の

調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、自

衛
隊
の
高
級
幹
部
等
の
育
成
の
た

め
の
国
防
大
学
レ
ベ
ル
の
教
育
機

関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。加
え
て
、戦
史
史
料
の
管
理
、

公
開
等
を
行
っ
て
お
り
、我
が
国
最

大
の
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。そ
の
防
研

の
一
般
課
程（
主
と
し
て
1
佐
ク
ラ

ス
の
幹
部
自
衛
官
や
課
長
補
佐
ク

ラ
ス
の
職
員
、外
国
か
ら
の
大
佐・

中
佐
ク
ラ
ス
の
軍
人
等
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
る
教
育
）で
一
コ
マ
の

授
業
・
講
義
を
山
本
が
依
頼
さ
れ

た
。恐
ら
く
、防
衛
副
大
臣
経
験
者

で
あ
り
、自
民
党
の
安
全
保
障
政

策
の
責
任
者
で
あ
る
国
防
部
会
長

を
務
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

講
義
に
お
い
て
、山
本
は
、自
民
党

の
安
全
保
障
政
策
や
、党
内
の
政

策
決
定
過
程
、ま
た
人
事
制
度
な

ど
多
岐
に
渡
る
事
柄
に
つ
い
て
2

時
間
に
お
よ
ぶ
授
業
を
行
っ
た
。そ

の
中
で
、5
月
４
日
に
北
朝
鮮
が

複
数
の
飛
翔
体
を
発
射
し
、9
日

に
は
2
発
の
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
た
こ
と
に
触
れ
、4

日
は
飛
翔
体
と
呼
称
し
、9
日
は

ミ
サ
イ
ル
と
し
た
こ
と
は
、情
報

源
で
あ
る
米
国
の
公
表
し
た
名
称

に
日
本
も
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
だ
け
で
、日
本
が
独
力

で
、そ
こ
で
何
が
起
き
て
い
る
か
分

か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
い
た

な
ら
ば
、そ
れ
を
ミ
サ
イ
ル
と
呼
ぶ

の
か
、飛
翔
体
と
呼
ぶ
の
か
政
治

的
、政
策
的
に
判
断
す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
。だ
が
、情
報
を
同
盟

国
や
他
国
に
頼
っ
て
い
て
は
、情
報

源
で
あ
る
他
国
の
政
治
的
、政
策

的
な
判
断
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。世
界
中
を
見
る
必

要
は
我
が
国
に
は
無
い
が
、せ
め
て

日
本
海
で
は
何
が
起
き
て
い
る
か
、

分
か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
は

ど
う
か
。そ
の
た
め
に
は
早
期
警

戒
衛
星
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、

と
山
本
が
述
べ
た
こ
と
が
、神
奈

川
新
聞
に
お
い
て「
早
期
警
戒
衛

星
、導
入
呼
び
掛
け
」と
い
う
記
事

に
な
っ
た
の
だ
。山
本
は
、そ
の
授

業
の
最
後
に
隊
員
ら
に
対
し
て

「
自
衛
隊
に
は
他
の
組
織
に
は
存

在
し
得
な
い
大
き
な
力
が
あ
る
。

専
守
防
衛
を
旨
と
し
て
、困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
と
い
う
当
た
り
前

の
こ
と
を
貫
い
て
ほ
し
い
」と
防
衛

省・自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
を
述
べ

て
講
義
を
終
え
た
。

早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な
い
我
が

国
は
、仮
に
第
三
国
や
敵
対
勢
力

か
ら
日
本
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
さ
れ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に

国
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

実
は
、上
空
3
万
メ
ー
ト
ル
の
米

軍
の
早
期
警
戒
衛
星
か
ら
日
本
の

自
動
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム

（
J
A
D
G
E
）に
情
報
が
伝
達
さ

れ
、そ
の
入
手
し
た
弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
関
す
る
情
報
を
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（
B
M
D
）シ
ス
テ
ム
に
伝

達
し
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。従
っ
て
、攻
撃
を
さ
れ
て
も
防

衛
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

た
だ
、早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な

い
日
本
も
無
為
無
策
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。1
9
9
8
年
に
北
朝

鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル「
テ
ポ
ド
ン
1

号
」が
発
射
さ
れ
、東
北
地
方
の
上

空
を
飛
び
越
え
、太
平
洋
の
三
陸

沖
に
落
下
し
た
。そ
の
際
、情
報
収

集
衛
星
の
導
入
の
声
が
高
ま
り
、

政
府
は
、直
ち
に
導
入
を
閣
議
決

第
三
国
が
日
本
に
向
け

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
ら

日
本
海
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

早期警戒衛星の
導入を検討すべき

せ
め
て
日
本
海
で

  

何
が
起
き
て
い
る
か
は

   
 

把
握
す
べ
き
だ
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同
僚
議
員
か
ら「
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て

ま
し
た
ね
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た

山
本
は「
え
！
？
何
の
件
だ
ろ

う
？
」と
尋
ね
る
と「
早
期
警
戒
衛

星
の
件
で
す
よ
」と
答
え
が
返
っ
て

来
た
。5
月
に
依
頼
を
受
け
、山
本

が
防
衛
研
究
所（
以
下
、防
研
）で

講
義
を
し
た
こ
と
を
地
元
紙
で
あ

る
神
奈
川
新
聞
が
報
じ
た
記
事

が
、ネ
ッ
ト
上
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
他
県
の
議
員
に
も

そ
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
よ
う

だ
。防
研
と
は
、防
衛
省
の
政
策
研

究
の
中
核
と
し
て
、主
に
安
全
保

障
及
び
戦
史
に
関
し
政
策
指
向
の

調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、自

衛
隊
の
高
級
幹
部
等
の
育
成
の
た

め
の
国
防
大
学
レ
ベ
ル
の
教
育
機

関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。加
え
て
、戦
史
史
料
の
管
理
、

公
開
等
を
行
っ
て
お
り
、我
が
国
最

大
の
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。そ
の
防
研

の
一
般
課
程（
主
と
し
て
1
佐
ク
ラ

ス
の
幹
部
自
衛
官
や
課
長
補
佐
ク

ラ
ス
の
職
員
、外
国
か
ら
の
大
佐・

中
佐
ク
ラ
ス
の
軍
人
等
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
る
教
育
）で
一
コ
マ
の

授
業
・
講
義
を
山
本
が
依
頼
さ
れ

た
。恐
ら
く
、防
衛
副
大
臣
経
験
者

で
あ
り
、自
民
党
の
安
全
保
障
政

策
の
責
任
者
で
あ
る
国
防
部
会
長

を
務
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

講
義
に
お
い
て
、山
本
は
、自
民
党

の
安
全
保
障
政
策
や
、党
内
の
政

策
決
定
過
程
、ま
た
人
事
制
度
な

ど
多
岐
に
渡
る
事
柄
に
つ
い
て
2

時
間
に
お
よ
ぶ
授
業
を
行
っ
た
。そ

の
中
で
、5
月
４
日
に
北
朝
鮮
が

複
数
の
飛
翔
体
を
発
射
し
、9
日

に
は
2
発
の
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
た
こ
と
に
触
れ
、4

日
は
飛
翔
体
と
呼
称
し
、9
日
は

ミ
サ
イ
ル
と
し
た
こ
と
は
、情
報

源
で
あ
る
米
国
の
公
表
し
た
名
称

に
日
本
も
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
だ
け
で
、日
本
が
独
力

で
、そ
こ
で
何
が
起
き
て
い
る
か
分

か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
い
た

な
ら
ば
、そ
れ
を
ミ
サ
イ
ル
と
呼
ぶ

の
か
、飛
翔
体
と
呼
ぶ
の
か
政
治

的
、政
策
的
に
判
断
す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
。だ
が
、情
報
を
同
盟

国
や
他
国
に
頼
っ
て
い
て
は
、情
報

源
で
あ
る
他
国
の
政
治
的
、政
策

的
な
判
断
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。世
界
中
を
見
る
必

要
は
我
が
国
に
は
無
い
が
、せ
め
て

日
本
海
で
は
何
が
起
き
て
い
る
か
、

分
か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
は

ど
う
か
。そ
の
た
め
に
は
早
期
警

戒
衛
星
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、

と
山
本
が
述
べ
た
こ
と
が
、神
奈

川
新
聞
に
お
い
て「
早
期
警
戒
衛

星
、導
入
呼
び
掛
け
」と
い
う
記
事

に
な
っ
た
の
だ
。山
本
は
、そ
の
授

業
の
最
後
に
隊
員
ら
に
対
し
て

「
自
衛
隊
に
は
他
の
組
織
に
は
存

在
し
得
な
い
大
き
な
力
が
あ
る
。

専
守
防
衛
を
旨
と
し
て
、困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
と
い
う
当
た
り
前

の
こ
と
を
貫
い
て
ほ
し
い
」と
防
衛

省・自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
を
述
べ

て
講
義
を
終
え
た
。

早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な
い
我
が

国
は
、仮
に
第
三
国
や
敵
対
勢
力

か
ら
日
本
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
さ
れ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に

国
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

実
は
、上
空
3
万
メ
ー
ト
ル
の
米

軍
の
早
期
警
戒
衛
星
か
ら
日
本
の

自
動
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム

（
J
A
D
G
E
）に
情
報
が
伝
達
さ

れ
、そ
の
入
手
し
た
弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
関
す
る
情
報
を
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（
B
M
D
）シ
ス
テ
ム
に
伝

達
し
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。従
っ
て
、攻
撃
を
さ
れ
て
も
防

衛
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

た
だ
、早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な

い
日
本
も
無
為
無
策
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。1
9
9
8
年
に
北
朝

鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル「
テ
ポ
ド
ン
1

号
」が
発
射
さ
れ
、東
北
地
方
の
上

空
を
飛
び
越
え
、太
平
洋
の
三
陸

沖
に
落
下
し
た
。そ
の
際
、情
報
収

集
衛
星
の
導
入
の
声
が
高
ま
り
、

政
府
は
、直
ち
に
導
入
を
閣
議
決

第
三
国
が
日
本
に
向
け

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
ら

日
本
海
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

早期警戒衛星の
導入を検討すべき

せ
め
て
日
本
海
で

  

何
が
起
き
て
い
る
か
は

   
 

把
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き
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■平成26年 文部科学大臣政務官・復興大臣政務官 就任
■平成27年 オリンピック・パラリンピック大臣政務官 就任
■平成29年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任
■平成29年 衆院選 4期目の当選
■平成30年 自民党 国防部会長 就任

経歴

ぽれぽれ通信って何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。

令和1年（2019年） 7月5日発行 第47号
【編集・発行】 山本ともひろ後援会ぽれぽれ通信制作委員会 鎌倉市大船1-6-6 3F TEL 0467-39-6933 FAX 0467-39-6943
※本誌は、隔月（1、3、5、7、9、11月）発行の機関誌です。バックナンバーについては上記事務所までご連絡ください。またHPにも掲載しております
　のでご覧ください。

自由民主党
衆議院議員（4期 10年）
昭和50年(1975年)生まれ
44歳 鎌倉在住

神奈川4区（栄区・鎌倉市・　子市
・葉山町）

国会を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく楽しかった！」と大好評。ご案内は無料
で行っていますので、詳細は下記事務所にお気軽にお問合せ下さい。

国会見学案内実施中！！

山本ともひろ事務所リスト
神奈川県鎌倉市大船1-6-6 大久保ビル3F
TEL:0467-39-6933 FAX:0467-39-6943

本部事務所

東京都千代田区永田町2-1-2 第2議員会館 1110号室 
TEL:03-3508-7193 FAX:03-3508-3623

国会事務所

分かりやすいと大人気！

ぽれぽれ通信vol.47_表面　6月20日（木）入稿天
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同
僚
議
員
か
ら「
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て

ま
し
た
ね
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た

山
本
は「
え
！
？
何
の
件
だ
ろ

う
？
」と
尋
ね
る
と「
早
期
警
戒
衛

星
の
件
で
す
よ
」と
答
え
が
返
っ
て

来
た
。5
月
に
依
頼
を
受
け
、山
本

が
防
衛
研
究
所（
以
下
、防
研
）で

講
義
を
し
た
こ
と
を
地
元
紙
で
あ

る
神
奈
川
新
聞
が
報
じ
た
記
事

が
、ネ
ッ
ト
上
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
他
県
の
議
員
に
も

そ
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
よ
う

だ
。防
研
と
は
、防
衛
省
の
政
策
研

究
の
中
核
と
し
て
、主
に
安
全
保

障
及
び
戦
史
に
関
し
政
策
指
向
の

調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、自

衛
隊
の
高
級
幹
部
等
の
育
成
の
た

め
の
国
防
大
学
レ
ベ
ル
の
教
育
機

関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。加
え
て
、戦
史
史
料
の
管
理
、

公
開
等
を
行
っ
て
お
り
、我
が
国
最

大
の
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。そ
の
防
研

の
一
般
課
程（
主
と
し
て
1
佐
ク
ラ

ス
の
幹
部
自
衛
官
や
課
長
補
佐
ク

ラ
ス
の
職
員
、外
国
か
ら
の
大
佐・

中
佐
ク
ラ
ス
の
軍
人
等
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
る
教
育
）で
一
コ
マ
の

授
業
・
講
義
を
山
本
が
依
頼
さ
れ

た
。恐
ら
く
、防
衛
副
大
臣
経
験
者

で
あ
り
、自
民
党
の
安
全
保
障
政

策
の
責
任
者
で
あ
る
国
防
部
会
長

を
務
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

講
義
に
お
い
て
、山
本
は
、自
民
党

の
安
全
保
障
政
策
や
、党
内
の
政

策
決
定
過
程
、ま
た
人
事
制
度
な

ど
多
岐
に
渡
る
事
柄
に
つ
い
て
2

時
間
に
お
よ
ぶ
授
業
を
行
っ
た
。そ

の
中
で
、5
月
４
日
に
北
朝
鮮
が

複
数
の
飛
翔
体
を
発
射
し
、9
日

に
は
2
発
の
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
た
こ
と
に
触
れ
、4

日
は
飛
翔
体
と
呼
称
し
、9
日
は

ミ
サ
イ
ル
と
し
た
こ
と
は
、情
報

源
で
あ
る
米
国
の
公
表
し
た
名
称

に
日
本
も
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
だ
け
で
、日
本
が
独
力

で
、そ
こ
で
何
が
起
き
て
い
る
か
分

か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
い
た

な
ら
ば
、そ
れ
を
ミ
サ
イ
ル
と
呼
ぶ

の
か
、飛
翔
体
と
呼
ぶ
の
か
政
治

的
、政
策
的
に
判
断
す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
。だ
が
、情
報
を
同
盟

国
や
他
国
に
頼
っ
て
い
て
は
、情
報

源
で
あ
る
他
国
の
政
治
的
、政
策

的
な
判
断
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。世
界
中
を
見
る
必

要
は
我
が
国
に
は
無
い
が
、せ
め
て

日
本
海
で
は
何
が
起
き
て
い
る
か
、

分
か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
は

ど
う
か
。そ
の
た
め
に
は
早
期
警

戒
衛
星
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、

と
山
本
が
述
べ
た
こ
と
が
、神
奈

川
新
聞
に
お
い
て「
早
期
警
戒
衛

星
、導
入
呼
び
掛
け
」と
い
う
記
事

に
な
っ
た
の
だ
。山
本
は
、そ
の
授

業
の
最
後
に
隊
員
ら
に
対
し
て

「
自
衛
隊
に
は
他
の
組
織
に
は
存

在
し
得
な
い
大
き
な
力
が
あ
る
。

専
守
防
衛
を
旨
と
し
て
、困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
と
い
う
当
た
り
前

の
こ
と
を
貫
い
て
ほ
し
い
」と
防
衛

省・自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
を
述
べ

て
講
義
を
終
え
た
。

早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な
い
我
が

国
は
、仮
に
第
三
国
や
敵
対
勢
力

か
ら
日
本
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
さ
れ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に

国
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

実
は
、上
空
3
万
メ
ー
ト
ル
の
米

軍
の
早
期
警
戒
衛
星
か
ら
日
本
の

自
動
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム

（
J
A
D
G
E
）に
情
報
が
伝
達
さ

れ
、そ
の
入
手
し
た
弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
関
す
る
情
報
を
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（
B
M
D
）シ
ス
テ
ム
に
伝

達
し
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。従
っ
て
、攻
撃
を
さ
れ
て
も
防

衛
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

た
だ
、早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な

い
日
本
も
無
為
無
策
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。1
9
9
8
年
に
北
朝

鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル「
テ
ポ
ド
ン
1

号
」が
発
射
さ
れ
、東
北
地
方
の
上

空
を
飛
び
越
え
、太
平
洋
の
三
陸

沖
に
落
下
し
た
。そ
の
際
、情
報
収

集
衛
星
の
導
入
の
声
が
高
ま
り
、

政
府
は
、直
ち
に
導
入
を
閣
議
決

第
三
国
が
日
本
に
向
け

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
ら

日
本
海
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

早期警戒衛星の
導入を検討すべき

せ
め
て
日
本
海
で

  

何
が
起
き
て
い
る
か
は

   
 

把
握
す
べ
き
だ

7・8月号

vol.47
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■関西大学 商学部 卒業
■京都大学 大学院 修士課程(法学)修了
■(財)松下政経塾 卒塾 (21期)
■米国ジョージタウン大学 客員研究員、
　その後、会社員を経て
■平成17年 衆院選 初当選
■平成26年 文部科学大臣政務官・復興大臣政務官 就任
■平成27年 オリンピック・パラリンピック大臣政務官 就任
■平成29年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任
■平成29年 衆院選 4期目の当選
■平成30年 自民党 国防部会長 就任

経歴

ぽれぽれ通信って何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。
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　のでご覧ください。

自由民主党
衆議院議員（4期 10年）
昭和50年(1975年)生まれ
44歳 鎌倉在住

神奈川4区（栄区・鎌倉市・　子市
・葉山町）

国会を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく楽しかった！」と大好評。ご案内は無料
で行っていますので、詳細は下記事務所にお気軽にお問合せ下さい。

国会見学案内実施中！！

山本ともひろ事務所リスト
神奈川県鎌倉市大船1-6-6 大久保ビル3F
TEL:0467-39-6933 FAX:0467-39-6943

本部事務所

東京都千代田区永田町2-1-2 第2議員会館 1110号室 
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国会事務所

分かりやすいと大人気！
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@ty_polepole facebook.com/ty.polepole

皆様からのご質問やご意見、お待ちしております。
twitter、Facebookも本人がやっています

アドレスは「ぽれぽ
れ」

駅で「ぽれぽれ通信」を
お配りしております

駅頭活動報告
「頑張ってるね」

「えっ！本人？応援しているので握手して」
「これは普段どこで手に入るの？」

「ニュース観ました！頑張って下さい」などなど
今朝も多くの皆様に声を掛けて頂きました。

お受け取り頂いた皆様も含めて、
感謝、感謝です！

朝の6：30～8：30までの2時間にわたり、4区内の
下表の駅で活動をさせていただいております。
※雨の日は鞄と傘をお持ちの皆様が多いので、駅頭活動を控えています。

駅頭活動報告

前回の「ぽれぽれ通信」配布数 5月・6月集計分

7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
22日（水）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）

駅 名

5月配布合計

5月 枚 数
579
338
441
424
407
230
470
506
229
157

3,781

3日（月）
4日（火）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
18日（火）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
6月配布合計

6月 枚 数 前月比
568
346
409
220
454
513
439
732
518
255

4,457

　子駅
新　子駅
鎌倉駅（東口）
鎌倉駅（西口）
大船駅（西口）
大船駅（モノレール口）
大船駅（東口）
大船駅（笠間口）
本郷台駅
港南台駅

4

第7回は、「全国古民家再生協会
（協会）」の取組を紹介するぞ。古
民家というと何十年も昔の建物、
というイメージがあるかもしれ
ないが、協会では、昭和25年の建
築基準法制定前に建てられた「伝
統構法の住宅」を古民家と定義し
ているんだ。これまで古家の価値
が認められていなかったが、実は
地元の木材で、その土地の気候風

土に合っている、しっかりとした
建築だからこそ残存している事
に注目！良い建物なのに「古家=
解体」は勿体ないし、費用もかか
る。そこで良い古民家かどうか見
極める力を養う「古民家鑑定士」
を育成しているんだ。試験は20
歳以上、性別・学歴の制限は無し。
建築専門の知識がなくても大丈
夫。シルバー人材センターに登録
している人は「木造空き家簡易鑑
定士」を取得し、地域の空き家対
策にも貢献しているぞ。伝統を知
る事からイノベーションが生み
出される。古いものに価値がない
時代は終わりだ！協会の神奈川
支部は月に一度例会を県民サ
ポートセンターで行っている。ぜ
ひ興味ある人は神奈川代表理事
に問い合わせてくれ！

今回お伺いしたサークルは
「全国古民家再生協会（協会）」の取り組み

一般社団法人 全国古民家再生協会（神奈川代表理事 竹内章悟）お問い合わせ先
0467-33-5701TEL 0467-32-7019FAX 080-4606-4648携帯

http://www.kominka-kamakura.comURL http://ameblo.jp/kamakura88BLOG
kanagawaken@kominka-kamakura.comE-mail
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定
し
、そ
の
保
有
と
運
用
に
着
手

し
た
。し
か
し
、1
9
6
9
年
の
い

わ
ゆ
る「
宇
宙
の
平
和
利
用
に
関

す
る
国
会
決
議
」が
日
本
の
宇
宙

開
発
を
非
軍
事
目
的
に
制
限
し
て

い
た
の
で
、軍
事
衛
星
や
ス
パ
イ
衛

星
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
も「
外
交・

防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
大
規
模

災
害
等
へ
の
対
応
等
の
危
機
管
理

の
た
め
」の
も
の
と
し
た
。運
用
も

防
衛
省・自
衛
隊
で
は
な
く
内
閣
官

房
の
内
閣
情
報
調
査
室
に
内
閣
衛

星
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、そ
こ
が

担
う
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。因
み
に
、現
在
、早
期
警
戒

衛
星
を
運
用
し
て
い
る
国
は
、米

国
と
露
国
だ
け
で
あ
る
。

我
が
国
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
兆
候
な
ど
の
早
期
検
知
に

は
、宇
宙
か
ら
の
警
戒
監
視
が
有
効

な
の
は
論
を
待
た
な
い
。そ
こ
で
山

本
が
衆
議
院
議
員
1
期
目
の
際
に

議
員
立
法
と
し
て
直
接
取
り
組
ん

だ
の
が
宇
宙
基
本
法
で
あ
る
。同

法
は
2
0
0
8
年
に
成
立
し
、宇

宙
利
用
の
目
的
を「
国
際
社
会
の

平
和・安
全
の
確
保
、我
が
国
の
安

全
保
障
に
資
す
る
」こ
と
と
し
た
。

昨
年
、山
本
が
策
定
に
携
わ
っ
た

新
た
な
防
衛
大
綱
に
お
い
て
も

新
た
な
領
域
と
し
て
宇
宙
の
活
用

が
明
記
さ
れ
た
。ま
た
山
本
は
、

2
0
0
1
年
に（
財
）松
下
政
経
塾

の「
塾
報
」に
寄
せ
た
レ
ポ
ー
ト
で

『
現
代
に
あ
っ
て
、他
国
に
比
し
て

戦
略
的
優
位
性
を
獲
得
・
維
持
す

る
に
は
、「
制
宙
権
」の
確
保
が
欠

か
せ
な
い
。時
代
は「
制
海
権
」か

ら「
制
空
権
」を
経
て
、宇
宙
を
制

す
る
も
の
が
世
界
を
制
す
る「
制

宙
権
」に
入
っ
た
。こ
の
よ
う
な
認

識
に
立
ち
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
へ

の
参
加
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。』

と
既
に
記
し
て
い
た
。約
20
年
前

に
一
塾
生
と
し
て
宇
宙
領
域
の
活

用
を
説
い
て
い
た
山
本
が
、現
在
、

自
民
党
の
安
全
保
障
政
策
の
責
任

者
で
あ
る
国
防
部
会
長
と
し
て
活

動
し
て
い
る
中
、政
府
が
宇
宙
領

域
に
お
け
る
能
力
の
獲
得・強
化
を

防
衛
大
綱
で
明
記
し
た
の
は
偶
然

な
の
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、将
来
、

早
期
警
戒
衛
星
は
山
本
の
指
摘
通

り
導
入
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
、求
め
ら
れ
る

制
宙
権
の
確
保
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@ty_polepole facebook.com/ty.polepole

皆様からのご質問やご意見、お待ちしております。
twitter、Facebookも本人がやっています

アドレスは「ぽれぽ
れ」

駅で「ぽれぽれ通信」を
お配りしております

駅頭活動報告
「頑張ってるね」

「えっ！本人？応援しているので握手して」
「これは普段どこで手に入るの？」

「ニュース観ました！頑張って下さい」などなど
今朝も多くの皆様に声を掛けて頂きました。

お受け取り頂いた皆様も含めて、
感謝、感謝です！

朝の6：30～8：30までの2時間にわたり、4区内の
下表の駅で活動をさせていただいております。
※雨の日は鞄と傘をお持ちの皆様が多いので、駅頭活動を控えています。

駅頭活動報告

前回の「ぽれぽれ通信」配布数 5月・6月集計分

7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
22日（水）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）

駅 名

5月配布合計

5月 枚 数
579
338
441
424
407
230
470
506
229
157

3,781

3日（月）
4日（火）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
18日（火）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
6月配布合計

6月 枚 数 前月比
568
346
409
220
454
513
439
732
518
255

4,457

　子駅
新　子駅
鎌倉駅（東口）
鎌倉駅（西口）
大船駅（西口）
大船駅（モノレール口）
大船駅（東口）
大船駅（笠間口）
本郷台駅
港南台駅

4

第7回は、「全国古民家再生協会
（協会）」の取組を紹介するぞ。古
民家というと何十年も昔の建物、
というイメージがあるかもしれ
ないが、協会では、昭和25年の建
築基準法制定前に建てられた「伝
統構法の住宅」を古民家と定義し
ているんだ。これまで古家の価値
が認められていなかったが、実は
地元の木材で、その土地の気候風

土に合っている、しっかりとした
建築だからこそ残存している事
に注目！良い建物なのに「古家=
解体」は勿体ないし、費用もかか
る。そこで良い古民家かどうか見
極める力を養う「古民家鑑定士」
を育成しているんだ。試験は20
歳以上、性別・学歴の制限は無し。
建築専門の知識がなくても大丈
夫。シルバー人材センターに登録
している人は「木造空き家簡易鑑
定士」を取得し、地域の空き家対
策にも貢献しているぞ。伝統を知
る事からイノベーションが生み
出される。古いものに価値がない
時代は終わりだ！協会の神奈川
支部は月に一度例会を県民サ
ポートセンターで行っている。ぜ
ひ興味ある人は神奈川代表理事
に問い合わせてくれ！

今回お伺いしたサークルは
「全国古民家再生協会（協会）」の取り組み

一般社団法人 全国古民家再生協会（神奈川代表理事 竹内章悟）お問い合わせ先
0467-33-5701TEL 0467-32-7019FAX 080-4606-4648携帯

http://www.kominka-kamakura.comURL http://ameblo.jp/kamakura88BLOG
kanagawaken@kominka-kamakura.comE-mail
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定
し
、そ
の
保
有
と
運
用
に
着
手

し
た
。し
か
し
、1
9
6
9
年
の
い

わ
ゆ
る「
宇
宙
の
平
和
利
用
に
関

す
る
国
会
決
議
」が
日
本
の
宇
宙

開
発
を
非
軍
事
目
的
に
制
限
し
て

い
た
の
で
、軍
事
衛
星
や
ス
パ
イ
衛

星
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
も「
外
交・

防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
大
規
模

災
害
等
へ
の
対
応
等
の
危
機
管
理

の
た
め
」の
も
の
と
し
た
。運
用
も

防
衛
省・自
衛
隊
で
は
な
く
内
閣
官

房
の
内
閣
情
報
調
査
室
に
内
閣
衛

星
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、そ
こ
が

担
う
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。因
み
に
、現
在
、早
期
警
戒

衛
星
を
運
用
し
て
い
る
国
は
、米

国
と
露
国
だ
け
で
あ
る
。

我
が
国
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
兆
候
な
ど
の
早
期
検
知
に

は
、宇
宙
か
ら
の
警
戒
監
視
が
有
効

な
の
は
論
を
待
た
な
い
。そ
こ
で
山

本
が
衆
議
院
議
員
1
期
目
の
際
に

議
員
立
法
と
し
て
直
接
取
り
組
ん

だ
の
が
宇
宙
基
本
法
で
あ
る
。同

法
は
2
0
0
8
年
に
成
立
し
、宇

宙
利
用
の
目
的
を「
国
際
社
会
の

平
和・安
全
の
確
保
、我
が
国
の
安

全
保
障
に
資
す
る
」こ
と
と
し
た
。

昨
年
、山
本
が
策
定
に
携
わ
っ
た

新
た
な
防
衛
大
綱
に
お
い
て
も

新
た
な
領
域
と
し
て
宇
宙
の
活
用

が
明
記
さ
れ
た
。ま
た
山
本
は
、

2
0
0
1
年
に（
財
）松
下
政
経
塾

の「
塾
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」に
寄
せ
た
レ
ポ
ー
ト
で

『
現
代
に
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っ
て
、他
国
に
比
し
て

戦
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的
優
位
性
を
獲
得
・
維
持
す

る
に
は
、「
制
宙
権
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確
保
が
欠

か
せ
な
い
。時
代
は「
制
海
権
」か

ら「
制
空
権
」を
経
て
、宇
宙
を
制

す
る
も
の
が
世
界
を
制
す
る「
制

宙
権
」に
入
っ
た
。こ
の
よ
う
な
認

識
に
立
ち
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
へ

の
参
加
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。』

と
既
に
記
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い
た
。約
20
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前

に
一
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定
し
、そ
の
保
有
と
運
用
に
着
手

し
た
。し
か
し
、1
9
6
9
年
の
い

わ
ゆ
る「
宇
宙
の
平
和
利
用
に
関

す
る
国
会
決
議
」が
日
本
の
宇
宙

開
発
を
非
軍
事
目
的
に
制
限
し
て

い
た
の
で
、軍
事
衛
星
や
ス
パ
イ
衛

星
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
も「
外
交・

防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
大
規
模

災
害
等
へ
の
対
応
等
の
危
機
管
理

の
た
め
」の
も
の
と
し
た
。運
用
も

防
衛
省・自
衛
隊
で
は
な
く
内
閣
官

房
の
内
閣
情
報
調
査
室
に
内
閣
衛

星
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、そ
こ
が

担
う
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。因
み
に
、現
在
、早
期
警
戒

衛
星
を
運
用
し
て
い
る
国
は
、米

国
と
露
国
だ
け
で
あ
る
。

我
が
国
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
兆
候
な
ど
の
早
期
検
知
に

は
、宇
宙
か
ら
の
警
戒
監
視
が
有
効

な
の
は
論
を
待
た
な
い
。そ
こ
で
山

本
が
衆
議
院
議
員
1
期
目
の
際
に

議
員
立
法
と
し
て
直
接
取
り
組
ん

だ
の
が
宇
宙
基
本
法
で
あ
る
。同

法
は
2
0
0
8
年
に
成
立
し
、宇

宙
利
用
の
目
的
を「
国
際
社
会
の

平
和・安
全
の
確
保
、我
が
国
の
安

全
保
障
に
資
す
る
」こ
と
と
し
た
。

昨
年
、山
本
が
策
定
に
携
わ
っ
た

新
た
な
防
衛
大
綱
に
お
い
て
も

新
た
な
領
域
と
し
て
宇
宙
の
活
用

が
明
記
さ
れ
た
。ま
た
山
本
は
、

2
0
0
1
年
に（
財
）松
下
政
経
塾

の「
塾
報
」に
寄
せ
た
レ
ポ
ー
ト
で

『
現
代
に
あ
っ
て
、他
国
に
比
し
て

戦
略
的
優
位
性
を
獲
得
・
維
持
す

る
に
は
、「
制
宙
権
」の
確
保
が
欠

か
せ
な
い
。時
代
は「
制
海
権
」か

ら「
制
空
権
」を
経
て
、宇
宙
を
制

す
る
も
の
が
世
界
を
制
す
る「
制

宙
権
」に
入
っ
た
。こ
の
よ
う
な
認

識
に
立
ち
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
へ

の
参
加
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。』

と
既
に
記
し
て
い
た
。約
20
年
前

に
一
塾
生
と
し
て
宇
宙
領
域
の
活

用
を
説
い
て
い
た
山
本
が
、現
在
、

自
民
党
の
安
全
保
障
政
策
の
責
任

者
で
あ
る
国
防
部
会
長
と
し
て
活

動
し
て
い
る
中
、政
府
が
宇
宙
領

域
に
お
け
る
能
力
の
獲
得・強
化
を

防
衛
大
綱
で
明
記
し
た
の
は
偶
然

な
の
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、将
来
、

早
期
警
戒
衛
星
は
山
本
の
指
摘
通

り
導
入
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
、求
め
ら
れ
る

制
宙
権
の
確
保
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@ty_polepole facebook.com/ty.polepole

皆様からのご質問やご意見、お待ちしております。
twitter、Facebookも本人がやっています

アドレスは「ぽれぽ
れ」

駅で「ぽれぽれ通信」を
お配りしております

駅頭活動報告
「頑張ってるね」

「えっ！本人？応援しているので握手して」
「これは普段どこで手に入るの？」

「ニュース観ました！頑張って下さい」などなど
今朝も多くの皆様に声を掛けて頂きました。

お受け取り頂いた皆様も含めて、
感謝、感謝です！

朝の6：30～8：30までの2時間にわたり、4区内の
下表の駅で活動をさせていただいております。
※雨の日は鞄と傘をお持ちの皆様が多いので、駅頭活動を控えています。

駅頭活動報告

前回の「ぽれぽれ通信」配布数 5月・6月集計分

7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
22日（水）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）

駅 名

5月配布合計

5月 枚 数
579
338
441
424
407
230
470
506
229
157

3,781

3日（月）
4日（火）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
18日（火）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
6月配布合計

6月 枚 数 前月比
568
346
409
220
454
513
439
732
518
255

4,457

　子駅
新　子駅
鎌倉駅（東口）
鎌倉駅（西口）
大船駅（西口）
大船駅（モノレール口）
大船駅（東口）
大船駅（笠間口）
本郷台駅
港南台駅

4

第7回は、「全国古民家再生協会
（協会）」の取組を紹介するぞ。古
民家というと何十年も昔の建物、
というイメージがあるかもしれ
ないが、協会では、昭和25年の建
築基準法制定前に建てられた「伝
統構法の住宅」を古民家と定義し
ているんだ。これまで古家の価値
が認められていなかったが、実は
地元の木材で、その土地の気候風

土に合っている、しっかりとした
建築だからこそ残存している事
に注目！良い建物なのに「古家=
解体」は勿体ないし、費用もかか
る。そこで良い古民家かどうか見
極める力を養う「古民家鑑定士」
を育成しているんだ。試験は20
歳以上、性別・学歴の制限は無し。
建築専門の知識がなくても大丈
夫。シルバー人材センターに登録
している人は「木造空き家簡易鑑
定士」を取得し、地域の空き家対
策にも貢献しているぞ。伝統を知
る事からイノベーションが生み
出される。古いものに価値がない
時代は終わりだ！協会の神奈川
支部は月に一度例会を県民サ
ポートセンターで行っている。ぜ
ひ興味ある人は神奈川代表理事
に問い合わせてくれ！

今回お伺いしたサークルは
「全国古民家再生協会（協会）」の取り組み

一般社団法人 全国古民家再生協会（神奈川代表理事 竹内章悟）お問い合わせ先
0467-33-5701TEL 0467-32-7019FAX 080-4606-4648携帯
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今
、求
め
ら
れ
る

制
宙
権
の
確
保

▲防衛省専用の通信衛星「きらめき」
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@ty_polepole facebook.com/ty.polepole

皆様からのご質問やご意見、お待ちしております。
twitter、Facebookも本人がやっています

アドレスは「ぽれぽ
れ」

駅で「ぽれぽれ通信」を
お配りしております

駅頭活動報告
「頑張ってるね」

「えっ！本人？応援しているので握手して」
「これは普段どこで手に入るの？」

「ニュース観ました！頑張って下さい」などなど
今朝も多くの皆様に声を掛けて頂きました。

お受け取り頂いた皆様も含めて、
感謝、感謝です！

朝の6：30～8：30までの2時間にわたり、4区内の
下表の駅で活動をさせていただいております。
※雨の日は鞄と傘をお持ちの皆様が多いので、駅頭活動を控えています。

駅頭活動報告

前回の「ぽれぽれ通信」配布数 5月・6月集計分

7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
22日（水）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）

駅 名

5月配布合計

5月 枚 数
579
338
441
424
407
230
470
506
229
157

3,781

3日（月）
4日（火）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
18日（火）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
6月配布合計

6月 枚 数 前月比
568
346
409
220
454
513
439
732
518
255

4,457

　子駅
新　子駅
鎌倉駅（東口）
鎌倉駅（西口）
大船駅（西口）
大船駅（モノレール口）
大船駅（東口）
大船駅（笠間口）
本郷台駅
港南台駅

4

第7回は、「全国古民家再生協会
（協会）」の取組を紹介するぞ。古
民家というと何十年も昔の建物、
というイメージがあるかもしれ
ないが、協会では、昭和25年の建
築基準法制定前に建てられた「伝
統構法の住宅」を古民家と定義し
ているんだ。これまで古家の価値
が認められていなかったが、実は
地元の木材で、その土地の気候風

土に合っている、しっかりとした
建築だからこそ残存している事
に注目！良い建物なのに「古家=
解体」は勿体ないし、費用もかか
る。そこで良い古民家かどうか見
極める力を養う「古民家鑑定士」
を育成しているんだ。試験は20
歳以上、性別・学歴の制限は無し。
建築専門の知識がなくても大丈
夫。シルバー人材センターに登録
している人は「木造空き家簡易鑑
定士」を取得し、地域の空き家対
策にも貢献しているぞ。伝統を知
る事からイノベーションが生み
出される。古いものに価値がない
時代は終わりだ！協会の神奈川
支部は月に一度例会を県民サ
ポートセンターで行っている。ぜ
ひ興味ある人は神奈川代表理事
に問い合わせてくれ！

今回お伺いしたサークルは
「全国古民家再生協会（協会）」の取り組み

一般社団法人 全国古民家再生協会（神奈川代表理事 竹内章悟）お問い合わせ先
0467-33-5701TEL 0467-32-7019FAX 080-4606-4648携帯

http://www.kominka-kamakura.comURL http://ameblo.jp/kamakura88BLOG
kanagawaken@kominka-kamakura.comE-mail
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定
し
、そ
の
保
有
と
運
用
に
着
手

し
た
。し
か
し
、1
9
6
9
年
の
い

わ
ゆ
る「
宇
宙
の
平
和
利
用
に
関

す
る
国
会
決
議
」が
日
本
の
宇
宙

開
発
を
非
軍
事
目
的
に
制
限
し
て

い
た
の
で
、軍
事
衛
星
や
ス
パ
イ
衛

星
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
も「
外
交・

防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
大
規
模

災
害
等
へ
の
対
応
等
の
危
機
管
理

の
た
め
」の
も
の
と
し
た
。運
用
も

防
衛
省・自
衛
隊
で
は
な
く
内
閣
官

房
の
内
閣
情
報
調
査
室
に
内
閣
衛

星
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、そ
こ
が

担
う
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。因
み
に
、現
在
、早
期
警
戒

衛
星
を
運
用
し
て
い
る
国
は
、米

国
と
露
国
だ
け
で
あ
る
。

我
が
国
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
兆
候
な
ど
の
早
期
検
知
に

は
、宇
宙
か
ら
の
警
戒
監
視
が
有
効

な
の
は
論
を
待
た
な
い
。そ
こ
で
山

本
が
衆
議
院
議
員
1
期
目
の
際
に

議
員
立
法
と
し
て
直
接
取
り
組
ん

だ
の
が
宇
宙
基
本
法
で
あ
る
。同

法
は
2
0
0
8
年
に
成
立
し
、宇

宙
利
用
の
目
的
を「
国
際
社
会
の

平
和・安
全
の
確
保
、我
が
国
の
安

全
保
障
に
資
す
る
」こ
と
と
し
た
。

昨
年
、山
本
が
策
定
に
携
わ
っ
た

新
た
な
防
衛
大
綱
に
お
い
て
も

新
た
な
領
域
と
し
て
宇
宙
の
活
用

が
明
記
さ
れ
た
。ま
た
山
本
は
、

2
0
0
1
年
に（
財
）松
下
政
経
塾

の「
塾
報
」に
寄
せ
た
レ
ポ
ー
ト
で

『
現
代
に
あ
っ
て
、他
国
に
比
し
て

戦
略
的
優
位
性
を
獲
得
・
維
持
す

る
に
は
、「
制
宙
権
」の
確
保
が
欠

か
せ
な
い
。時
代
は「
制
海
権
」か

ら「
制
空
権
」を
経
て
、宇
宙
を
制

す
る
も
の
が
世
界
を
制
す
る「
制

宙
権
」に
入
っ
た
。こ
の
よ
う
な
認

識
に
立
ち
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
へ

の
参
加
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。』

と
既
に
記
し
て
い
た
。約
20
年
前

に
一
塾
生
と
し
て
宇
宙
領
域
の
活

用
を
説
い
て
い
た
山
本
が
、現
在
、

自
民
党
の
安
全
保
障
政
策
の
責
任

者
で
あ
る
国
防
部
会
長
と
し
て
活

動
し
て
い
る
中
、政
府
が
宇
宙
領

域
に
お
け
る
能
力
の
獲
得・強
化
を

防
衛
大
綱
で
明
記
し
た
の
は
偶
然

な
の
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、将
来
、

早
期
警
戒
衛
星
は
山
本
の
指
摘
通

り
導
入
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
、求
め
ら
れ
る

制
宙
権
の
確
保

▲防衛省専用の通信衛星「きらめき」

ぽれぽれ通信vol.47_中面 天

地
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同
僚
議
員
か
ら「
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て

ま
し
た
ね
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た

山
本
は「
え
！
？
何
の
件
だ
ろ

う
？
」と
尋
ね
る
と「
早
期
警
戒
衛

星
の
件
で
す
よ
」と
答
え
が
返
っ
て

来
た
。5
月
に
依
頼
を
受
け
、山
本

が
防
衛
研
究
所（
以
下
、防
研
）で

講
義
を
し
た
こ
と
を
地
元
紙
で
あ

る
神
奈
川
新
聞
が
報
じ
た
記
事

が
、ネ
ッ
ト
上
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
他
県
の
議
員
に
も

そ
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
よ
う

だ
。防
研
と
は
、防
衛
省
の
政
策
研

究
の
中
核
と
し
て
、主
に
安
全
保

障
及
び
戦
史
に
関
し
政
策
指
向
の

調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、自

衛
隊
の
高
級
幹
部
等
の
育
成
の
た

め
の
国
防
大
学
レ
ベ
ル
の
教
育
機

関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。加
え
て
、戦
史
史
料
の
管
理
、

公
開
等
を
行
っ
て
お
り
、我
が
国
最

大
の
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。そ
の
防
研

の
一
般
課
程（
主
と
し
て
1
佐
ク
ラ

ス
の
幹
部
自
衛
官
や
課
長
補
佐
ク

ラ
ス
の
職
員
、外
国
か
ら
の
大
佐・

中
佐
ク
ラ
ス
の
軍
人
等
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
る
教
育
）で
一
コ
マ
の

授
業
・
講
義
を
山
本
が
依
頼
さ
れ

た
。恐
ら
く
、防
衛
副
大
臣
経
験
者

で
あ
り
、自
民
党
の
安
全
保
障
政

策
の
責
任
者
で
あ
る
国
防
部
会
長

を
務
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

講
義
に
お
い
て
、山
本
は
、自
民
党

の
安
全
保
障
政
策
や
、党
内
の
政

策
決
定
過
程
、ま
た
人
事
制
度
な

ど
多
岐
に
渡
る
事
柄
に
つ
い
て
2

時
間
に
お
よ
ぶ
授
業
を
行
っ
た
。そ

の
中
で
、5
月
４
日
に
北
朝
鮮
が

複
数
の
飛
翔
体
を
発
射
し
、9
日

に
は
2
発
の
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
た
こ
と
に
触
れ
、4

日
は
飛
翔
体
と
呼
称
し
、9
日
は

ミ
サ
イ
ル
と
し
た
こ
と
は
、情
報

源
で
あ
る
米
国
の
公
表
し
た
名
称

に
日
本
も
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
だ
け
で
、日
本
が
独
力

で
、そ
こ
で
何
が
起
き
て
い
る
か
分

か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
い
た

な
ら
ば
、そ
れ
を
ミ
サ
イ
ル
と
呼
ぶ

の
か
、飛
翔
体
と
呼
ぶ
の
か
政
治

的
、政
策
的
に
判
断
す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
。だ
が
、情
報
を
同
盟

国
や
他
国
に
頼
っ
て
い
て
は
、情
報

源
で
あ
る
他
国
の
政
治
的
、政
策

的
な
判
断
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。世
界
中
を
見
る
必

要
は
我
が
国
に
は
無
い
が
、せ
め
て

日
本
海
で
は
何
が
起
き
て
い
る
か
、

分
か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
は

ど
う
か
。そ
の
た
め
に
は
早
期
警

戒
衛
星
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、

と
山
本
が
述
べ
た
こ
と
が
、神
奈

川
新
聞
に
お
い
て「
早
期
警
戒
衛

星
、導
入
呼
び
掛
け
」と
い
う
記
事

に
な
っ
た
の
だ
。山
本
は
、そ
の
授

業
の
最
後
に
隊
員
ら
に
対
し
て

「
自
衛
隊
に
は
他
の
組
織
に
は
存

在
し
得
な
い
大
き
な
力
が
あ
る
。

専
守
防
衛
を
旨
と
し
て
、困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
と
い
う
当
た
り
前

の
こ
と
を
貫
い
て
ほ
し
い
」と
防
衛

省・
自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
を
述
べ

て
講
義
を
終
え
た
。

早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な
い
我
が

国
は
、仮
に
第
三
国
や
敵
対
勢
力

か
ら
日
本
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
さ
れ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に

国
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

実
は
、上
空
3
万
メ
ー
ト
ル
の
米

軍
の
早
期
警
戒
衛
星
か
ら
日
本
の

自
動
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム

（
J
A
D
G
E
）に
情
報
が
伝
達
さ

れ
、そ
の
入
手
し
た
弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
関
す
る
情
報
を
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（
B
M
D
）シ
ス
テ
ム
に
伝

達
し
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。従
っ
て
、攻
撃
を
さ
れ
て
も
防

衛
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

た
だ
、早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な

い
日
本
も
無
為
無
策
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。1
9
9
8
年
に
北
朝

鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル「
テ
ポ
ド
ン
1

号
」が
発
射
さ
れ
、東
北
地
方
の
上

空
を
飛
び
越
え
、太
平
洋
の
三
陸

沖
に
落
下
し
た
。そ
の
際
、情
報
収

集
衛
星
の
導
入
の
声
が
高
ま
り
、

政
府
は
、直
ち
に
導
入
を
閣
議
決

第
三
国
が
日
本
に
向
け

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
ら

日
本
海
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

早期警戒衛星の
導入を検討すべき

せ
め
て
日
本
海
で

  

何
が
起
き
て
い
る
か
は

    

把
握
す
べ
き
だ 7・8月号
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■関西大学 商学部 卒業
■京都大学 大学院 修士課程(法学)修了
■(財)松下政経塾 卒塾 (21期)
■米国ジョージタウン大学 客員研究員、
　その後、会社員を経て
■平成17年 衆院選 初当選
■平成26年 文部科学大臣政務官・復興大臣政務官 就任
■平成27年 オリンピック・パラリンピック大臣政務官 就任
■平成29年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任
■平成29年 衆院選 4期目の当選
■平成30年 自民党 国防部会長 就任

経歴

ぽれぽれ通信って 何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。

令和1年（2019年） 7月5日発行 第47号
【編集・発行】 山本ともひろ後援会ぽれぽれ通信制作委員会 鎌倉市大船1-6-6 3F TEL 0467-39-6933 FAX 0467-39-6943
※本誌は、隔月（1、3、5、7、9、11月）発行の機関誌です。バックナンバーについては上記事務所までご連絡ください。またHPにも掲載しております
　のでご覧ください。

自由民主党
衆議院議員（4期 10年）
昭和50年(1975年)生まれ44歳 鎌倉在住

神奈川4区（栄区・鎌倉市・　子市・葉山町）

国会を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく楽しかった！」と大好評。ご案内は無料
で行っていますので、詳細は下記事務所にお気軽にお問合せ下さい。

国会見学案内実施中！！

山本ともひろ事務所リスト
神奈川県鎌倉市大船1-6-6 大久保ビル3F
TEL:0467-39-6933 FAX:0467-39-6943

本部事務所

東京都千代田区永田町2-1-2 第2議員会館 1110号室 
TEL:03-3508-7193 FAX:03-3508-3623

国会事務所

分かりやすいと大人気！

ぽれぽれ通信vol.47_表面　6月20日（木）入稿 天

地H１ H4
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@ty_polepole facebook.com/ty.polepole

皆様からのご質問やご意見、お待ちしております。
twitter、Facebookも本人がやっています

アドレスは「ぽれぽ
れ」

駅で「ぽれぽれ通信」を
お配りしております

駅頭活動報告
「頑張ってるね」

「えっ！本人？応援しているので握手して」
「これは普段どこで手に入るの？」

「ニュース観ました！頑張って下さい」などなど
今朝も多くの皆様に声を掛けて頂きました。

お受け取り頂いた皆様も含めて、
感謝、感謝です！

朝の6：30～8：30までの2時間にわたり、4区内の
下表の駅で活動をさせていただいております。
※雨の日は鞄と傘をお持ちの皆様が多いので、駅頭活動を控えています。

駅頭活動報告

前回の「ぽれぽれ通信」配布数 5月・6月集計分

7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
22日（水）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）

駅 名

5月配布合計

5月 枚 数
579
338
441
424
407
230
470
506
229
157

3,781

3日（月）
4日（火）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
18日（火）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
6月配布合計

6月 枚 数 前月比
568
346
409
220
454
513
439
732
518
255

4,457

　子駅
新　子駅
鎌倉駅（東口）
鎌倉駅（西口）
大船駅（西口）
大船駅（モノレール口）
大船駅（東口）
大船駅（笠間口）
本郷台駅
港南台駅
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第7回は、「全国古民家再生協会
（協会）」の取組を紹介するぞ。古
民家というと何十年も昔の建物、
というイメージがあるかもしれ
ないが、協会では、昭和25年の建
築基準法制定前に建てられた「伝
統構法の住宅」を古民家と定義し
ているんだ。これまで古家の価値
が認められていなかったが、実は
地元の木材で、その土地の気候風

土に合っている、しっかりとした
建築だからこそ残存している事
に注目！良い建物なのに「古家=
解体」は勿体ないし、費用もかか
る。そこで良い古民家かどうか見
極める力を養う「古民家鑑定士」
を育成しているんだ。試験は20
歳以上、性別・学歴の制限は無し。
建築専門の知識がなくても大丈
夫。シルバー人材センターに登録
している人は「木造空き家簡易鑑
定士」を取得し、地域の空き家対
策にも貢献しているぞ。伝統を知
る事からイノベーションが生み
出される。古いものに価値がない
時代は終わりだ！協会の神奈川
支部は月に一度例会を県民サ
ポートセンターで行っている。ぜ
ひ興味ある人は神奈川代表理事
に問い合わせてくれ！

今回お伺いしたサークルは
「全国古民家再生協会（協会）」の取り組み

一般社団法人 全国古民家再生協会（神奈川代表理事 竹内章悟）お問い合わせ先
0467-33-5701TEL 0467-32-7019FAX 080-4606-4648携帯

http://www.kominka-kamakura.comURL http://ameblo.jp/kamakura88BLOG
kanagawaken@kominka-kamakura.comE-mail
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定
し
、そ
の
保
有
と
運
用
に
着
手

し
た
。し
か
し
、1
9
6
9
年
の
い

わ
ゆ
る「
宇
宙
の
平
和
利
用
に
関

す
る
国
会
決
議
」が
日
本
の
宇
宙

開
発
を
非
軍
事
目
的
に
制
限
し
て

い
た
の
で
、軍
事
衛
星
や
ス
パ
イ
衛

星
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
も「
外
交・

防
衛
等
の
安
全
保
障
及
び
大
規
模

災
害
等
へ
の
対
応
等
の
危
機
管
理

の
た
め
」の
も
の
と
し
た
。運
用
も

防
衛
省・自
衛
隊
で
は
な
く
内
閣
官

房
の
内
閣
情
報
調
査
室
に
内
閣
衛

星
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、そ
こ
が

担
う
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。因
み
に
、現
在
、早
期
警
戒

衛
星
を
運
用
し
て
い
る
国
は
、米

国
と
露
国
だ
け
で
あ
る
。

我
が
国
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
兆
候
な
ど
の
早
期
検
知
に

は
、宇
宙
か
ら
の
警
戒
監
視
が
有
効

な
の
は
論
を
待
た
な
い
。そ
こ
で
山

本
が
衆
議
院
議
員
1
期
目
の
際
に

議
員
立
法
と
し
て
直
接
取
り
組
ん

だ
の
が
宇
宙
基
本
法
で
あ
る
。同

法
は
2
0
0
8
年
に
成
立
し
、宇

宙
利
用
の
目
的
を「
国
際
社
会
の

平
和・安
全
の
確
保
、我
が
国
の
安

全
保
障
に
資
す
る
」こ
と
と
し
た
。

昨
年
、山
本
が
策
定
に
携
わ
っ
た

新
た
な
防
衛
大
綱
に
お
い
て
も

新
た
な
領
域
と
し
て
宇
宙
の
活
用

が
明
記
さ
れ
た
。ま
た
山
本
は
、

2
0
0
1
年
に（
財
）松
下
政
経
塾

の「
塾
報
」に
寄
せ
た
レ
ポ
ー
ト
で

『
現
代
に
あ
っ
て
、他
国
に
比
し
て

戦
略
的
優
位
性
を
獲
得
・
維
持
す

る
に
は
、「
制
宙
権
」の
確
保
が
欠

か
せ
な
い
。時
代
は「
制
海
権
」か

ら「
制
空
権
」を
経
て
、宇
宙
を
制

す
る
も
の
が
世
界
を
制
す
る「
制

宙
権
」に
入
っ
た
。こ
の
よ
う
な
認

識
に
立
ち
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
へ

の
参
加
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。』

と
既
に
記
し
て
い
た
。約
20
年
前

に
一
塾
生
と
し
て
宇
宙
領
域
の
活

用
を
説
い
て
い
た
山
本
が
、現
在
、

自
民
党
の
安
全
保
障
政
策
の
責
任

者
で
あ
る
国
防
部
会
長
と
し
て
活

動
し
て
い
る
中
、政
府
が
宇
宙
領

域
に
お
け
る
能
力
の
獲
得・強
化
を

防
衛
大
綱
で
明
記
し
た
の
は
偶
然

な
の
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、将
来
、

早
期
警
戒
衛
星
は
山
本
の
指
摘
通

り
導
入
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
、求
め
ら
れ
る

制
宙
権
の
確
保

▲防衛省専用の通信衛星「きらめき」

ぽれぽれ通信vol.47_中面 天

地
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同
僚
議
員
か
ら「
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て

ま
し
た
ね
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た

山
本
は「
え
！
？
何
の
件
だ
ろ

う
？
」と
尋
ね
る
と「
早
期
警
戒
衛

星
の
件
で
す
よ
」と
答
え
が
返
っ
て

来
た
。5
月
に
依
頼
を
受
け
、山
本

が
防
衛
研
究
所（
以
下
、防
研
）で

講
義
を
し
た
こ
と
を
地
元
紙
で
あ

る
神
奈
川
新
聞
が
報
じ
た
記
事

が
、ネ
ッ
ト
上
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
他
県
の
議
員
に
も

そ
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
よ
う

だ
。防
研
と
は
、防
衛
省
の
政
策
研

究
の
中
核
と
し
て
、主
に
安
全
保

障
及
び
戦
史
に
関
し
政
策
指
向
の

調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、自

衛
隊
の
高
級
幹
部
等
の
育
成
の
た

め
の
国
防
大
学
レ
ベ
ル
の
教
育
機

関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。加
え
て
、戦
史
史
料
の
管
理
、

公
開
等
を
行
っ
て
お
り
、我
が
国
最

大
の
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。そ
の
防
研

の
一
般
課
程（
主
と
し
て
1
佐
ク
ラ

ス
の
幹
部
自
衛
官
や
課
長
補
佐
ク

ラ
ス
の
職
員
、外
国
か
ら
の
大
佐・

中
佐
ク
ラ
ス
の
軍
人
等
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
る
教
育
）で
一
コ
マ
の

授
業
・
講
義
を
山
本
が
依
頼
さ
れ

た
。恐
ら
く
、防
衛
副
大
臣
経
験
者

で
あ
り
、自
民
党
の
安
全
保
障
政

策
の
責
任
者
で
あ
る
国
防
部
会
長

を
務
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

講
義
に
お
い
て
、山
本
は
、自
民
党

の
安
全
保
障
政
策
や
、党
内
の
政

策
決
定
過
程
、ま
た
人
事
制
度
な

ど
多
岐
に
渡
る
事
柄
に
つ
い
て
2

時
間
に
お
よ
ぶ
授
業
を
行
っ
た
。そ

の
中
で
、5
月
４
日
に
北
朝
鮮
が

複
数
の
飛
翔
体
を
発
射
し
、9
日

に
は
2
発
の
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
た
こ
と
に
触
れ
、4

日
は
飛
翔
体
と
呼
称
し
、9
日
は

ミ
サ
イ
ル
と
し
た
こ
と
は
、情
報

源
で
あ
る
米
国
の
公
表
し
た
名
称

に
日
本
も
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
だ
け
で
、日
本
が
独
力

で
、そ
こ
で
何
が
起
き
て
い
る
か
分

か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
い
た

な
ら
ば
、そ
れ
を
ミ
サ
イ
ル
と
呼
ぶ

の
か
、飛
翔
体
と
呼
ぶ
の
か
政
治

的
、政
策
的
に
判
断
す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
。だ
が
、情
報
を
同
盟

国
や
他
国
に
頼
っ
て
い
て
は
、情
報

源
で
あ
る
他
国
の
政
治
的
、政
策

的
な
判
断
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。世
界
中
を
見
る
必

要
は
我
が
国
に
は
無
い
が
、せ
め
て

日
本
海
で
は
何
が
起
き
て
い
る
か
、

分
か
る
だ
け
の
能
力
を
有
し
て
は

ど
う
か
。そ
の
た
め
に
は
早
期
警

戒
衛
星
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、

と
山
本
が
述
べ
た
こ
と
が
、神
奈

川
新
聞
に
お
い
て「
早
期
警
戒
衛

星
、導
入
呼
び
掛
け
」と
い
う
記
事

に
な
っ
た
の
だ
。山
本
は
、そ
の
授

業
の
最
後
に
隊
員
ら
に
対
し
て

「
自
衛
隊
に
は
他
の
組
織
に
は
存

在
し
得
な
い
大
き
な
力
が
あ
る
。

専
守
防
衛
を
旨
と
し
て
、困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
と
い
う
当
た
り
前

の
こ
と
を
貫
い
て
ほ
し
い
」と
防
衛

省・
自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
を
述
べ

て
講
義
を
終
え
た
。

早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な
い
我
が

国
は
、仮
に
第
三
国
や
敵
対
勢
力

か
ら
日
本
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
さ
れ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に

国
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

実
は
、上
空
3
万
メ
ー
ト
ル
の
米

軍
の
早
期
警
戒
衛
星
か
ら
日
本
の

自
動
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム

（
J
A
D
G
E
）に
情
報
が
伝
達
さ

れ
、そ
の
入
手
し
た
弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
関
す
る
情
報
を
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（
B
M
D
）シ
ス
テ
ム
に
伝

達
し
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。従
っ
て
、攻
撃
を
さ
れ
て
も
防

衛
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

た
だ
、早
期
警
戒
衛
星
を
持
た
な

い
日
本
も
無
為
無
策
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。1
9
9
8
年
に
北
朝

鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル「
テ
ポ
ド
ン
1

号
」が
発
射
さ
れ
、東
北
地
方
の
上

空
を
飛
び
越
え
、太
平
洋
の
三
陸

沖
に
落
下
し
た
。そ
の
際
、情
報
収

集
衛
星
の
導
入
の
声
が
高
ま
り
、

政
府
は
、直
ち
に
導
入
を
閣
議
決

第
三
国
が
日
本
に
向
け

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
ら

日
本
海
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

早期警戒衛星の
導入を検討すべき

せ
め
て
日
本
海
で

  

何
が
起
き
て
い
る
か
は

    

把
握
す
べ
き
だ 7・8月号
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■関西大学 商学部 卒業
■京都大学 大学院 修士課程(法学)修了
■(財)松下政経塾 卒塾 (21期)
■米国ジョージタウン大学 客員研究員、
　その後、会社員を経て
■平成17年 衆院選 初当選
■平成26年 文部科学大臣政務官・復興大臣政務官 就任
■平成27年 オリンピック・パラリンピック大臣政務官 就任
■平成29年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任
■平成29年 衆院選 4期目の当選
■平成30年 自民党 国防部会長 就任

経歴

ぽれぽれ通信って 何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。

令和1年（2019年） 7月5日発行 第47号
【編集・発行】 山本ともひろ後援会ぽれぽれ通信制作委員会 鎌倉市大船1-6-6 3F TEL 0467-39-6933 FAX 0467-39-6943
※本誌は、隔月（1、3、5、7、9、11月）発行の機関誌です。バックナンバーについては上記事務所までご連絡ください。またHPにも掲載しております
　のでご覧ください。

自由民主党
衆議院議員（4期 10年）
昭和50年(1975年)生まれ44歳 鎌倉在住

神奈川4区（栄区・鎌倉市・　子市・葉山町）

国会を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく楽しかった！」と大好評。ご案内は無料
で行っていますので、詳細は下記事務所にお気軽にお問合せ下さい。

国会見学案内実施中！！

山本ともひろ事務所リスト
神奈川県鎌倉市大船1-6-6 大久保ビル3F
TEL:0467-39-6933 FAX:0467-39-6943

本部事務所

東京都千代田区永田町2-1-2 第2議員会館 1110号室 
TEL:03-3508-7193 FAX:03-3508-3623

国会事務所

分かりやすいと大人気！

ぽれぽれ通信vol.47_表面　6月20日（木）入稿 天
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